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恒例の遠賀町盆踊　り　大会　（還中グランドにて）

人のうこき（諜謹言基）

人　　口　　9．824人　（⊥26）

男　　　　4．664　　（1－5）

女　　　　5，160　　（一十21）

悌階数　　2．554戸　（－「12）

（）内は前月比

三三．

一
　
日
　
防
災
の
日
、
ガ
ン
制
圧

I
 
h
　
‖
　
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉

月
間

－
日
　
航
短
の
目
、
彼
岸
入
り

動
物
愛
護
週
間

十
二
日
　
i
I
五
枚

－
一
日
∴
秋
分
の
日

∴
－
回
目
　
鮨
故
予
碗
週
間
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国
民
年
金
に
加
入
し

将
来
の
生
活
に
備
え
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
制
度
は
、
政
府
の
行
な
う

年
金
制
度
の
一
つ
で
、
歳
を
と
っ
た
り

け
が
を
し
た
り
、
一
家
の
働
き
手
が
死

亡
し
た
り
し
た
と
き
に
、
老
令
年
金
、

母
子
年
金
等
を
支
給
し
て
、
生
酒
を
保

階
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。
加
入
者

が
前
も
っ
て
納
め
た
保
険
料
に
国
も
そ

の
保
険
料
の
半
額
を
負
担
し
て
稜
み
た

て
、
年
金
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
の
ほ
か
に

厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
各
穂
の

共
済
組
合
な
ど
の
年
金
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
昭
和
弱
年
に
国
民
年
金
制
度
が

で
き
て
か
ら
は
、
国
民
は
必
ず
ど
れ
か

の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
建
前
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
厚
生
年
金
保
険
な
ど
他

の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
ろ
者
、
こ

れ
ら
の
制
度
か
ら
年
金
を
う
げ
ろ
こ
と

が
で
さ
る
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
昼

間
部
の
大
学
生
を
除
い
た
柳
才
か
ら
5
0

才
ま
で
の
人
達
は
、
必
ず
こ
の
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き
は
、
そ

の
旨
を
役
場
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
若
い
人
達
の
中
に
は
年
金
が
実
際
に

も
ら
え
る
の
は
遠
い
将
来
の
こ
と
だ
か

ら
と
い
っ
て
加
入
の
届
出
を
渋
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
元
気
で
働
い
て

い
て
も
、
や
が
て
は
歳
を
と
っ
て
働
け

な
く
な
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
国
民
の
寿
命
が
伸
び
て
い
る

の
で
今
か
ら
老
後
の
生
活
設
計
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
老
後
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
最

近
の
よ
う
に
交
通
専
政
の
多
い
と
き
に

は
、
い
つ
ど
こ
で
寧
敬
に
あ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
と
き
も
障
害
年
金
を
う
げ
ろ

こ
と
に
よ
っ
て
度
活
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

2
0
才
に
な
っ
た
人
、
厚
生
年
金
保
険

な
ど
を
脱
退
し
た
人
な
ど
で
、
ま
だ
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
加

入
す
る
こ
と
が
本
人
や
家
族
の
た
め
に

非
常
に
利
益
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
当

然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
ら
、
今
す
ぐ
役
場
厚
生
課
で
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
に
加
入

し
て
い
な
い
人
が
い
ま
し
た
ら
加
入
す

る
よ
う
に
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
将
来
そ
の
人
に
感
謝
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

藤
里
醗
肇
」

福
祉
年
金
制
贋
が
で
き
て
、
今
年
で

十
四
年
目
に
な
り
、
今
で
は
全
国
で
約

三
五
〇
万
人
も
の
お
年
寄
り
な
ど
が
福

祉
年
金
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

福
祉
年
金
測
度
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い

な
い
点
も
多
く
あ
り
、
折
角
福
祉
毎
会

を
受
け
る
櫛
利
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
る
人
も
か
な
り
あ
り
ま

す。
福
祉
年
金
は
、
昭
和
3
6
年
4
月
に
拠

出
制
の
国
民
年
金
が
始
ま
る
と
き
、
す

で
に
5
0
才
を
こ
え
る
人
は
国
民
停
会
の

加
入
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
、
ま
た
す
で

に
重
い
障
害
に
あ
る
人
や
母
子
出
講
に

あ
る
人
な
ど
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る

前
の
事
故
の
た
め
拠
出
制
の
国
民
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ

れ
ら
の
人
に
つ
い
て
は
全
額
国
師
負
担

で
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
福
祉
隼
金
に
は
、
老
令
福
祉
年

金
障
害
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
、
準
母

子
福
祉
年
金
の
四
理
数
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
件
に
従
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す。
老
令
椙
祉
年
金
は
、
7
0
才
以
上
の
お

年
寄
り
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
で
日
常
生
酒

が
著
し
く
不
自
由
な
お
年
寄
り
に
は
、

筋
才
か
ら
支
給
さ
れ
ろ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

瞳
書
福
祉
年
金
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を

し
て
自
分
で
日
常
生
活
の
用
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
程
度
の
重
い
障
害
の
あ

る
人
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

母
子
福
祉
年
金
は
、
夫
と
死
別
し
た

菱
が
定
め
ら
れ
た
要
件
に
該
当
す
る
子

を
養
っ
て
い
ろ
と
き
に
、
準
培
千
綿
祉

笹
金
は
、
夫
や
息
子
と
死
別
し
た
袖
垣

ま
た
は
夫
や
父
や
祖
父
と
死
別
し
た
刺

が
定
め
ら
れ
た
要
件
に
該
当
す
る
孫
や

義
妹
を
馨
っ
て
い
る
と
き
支
給
さ
れ
る

年
金
で
す
。

こ
れ
ら
の
福
祉
毎
会
は
、
費
用
の
全

額
を
園
の
負
抱
に
よ
っ
て
支
給
す
る
年

金
で
あ
る
た
め
、
支
給
条
件
に
制
限
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先
に
述
べ
た

よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
は
、
福
祉
咋
金

が
受
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の

で
、
く
わ
し
い
こ
と
を
役
場
厚
生
課
編

祉
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

古
学
大
意
登
霊
二

m
　
（
定
時
登
録
）
の
書
面
を
　
m

m

縦

覧

に

供

し

ま

す

調

毎
年
九
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
永

久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
定
時
議

縁
者
の
誌
面
を
次
の
と
お
り
縦
踵
に
供

し
ま
す
。

祀

縦
姥
期
間
　
9
月
u
H
か
ら
鳩
目
ま
で

8
時
糾
分
－
1
7
時

場
　
　
所
　
遠
賀
町
役
場

な
お
今
回
登
録
さ
れ
る
人
は
、
昨
年

9
月
2
日
以
降
本
年
9
月
1
日
ま
で
の

間
に
満
2
0
才
に
達
し
本
町
に
住
所
を
有

す
る
著
、
及
び
転
入
者
で
9
月
1
日
現

在
引
続
き
3
ケ
月
以
上
本
町
の
住
民
謎

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
該
当
者
は
期
間
内
に

確
め
て
く
だ
さ
い
。

開
聞
閉
園

日
中
の
炎
天
も
太
助
が
調
川
に
か
た

む
く
頃
涼
し
さ
も
増
し
、
一
服
の
講
演

剤
を
求
め
て
、
間
－
継
に
よ
る
両
側
の

盆
踊
り
大
会
が
8
月
1
9
日
午
後
7
時
か

ら
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
聞
か
れ
ま

した。機
燈
に
あ
か
り
が
と
も
る
頃
、
観
客

も
そ
の
踊
り
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
適

し
、
各
地
区
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
老

若
男
女
の
熱
演
が
技
能
さ
れ
、
楽
し
い

夕
べ
の
一
時
を
過
し
ま
し
た
。

本
年
は
都
合
に
よ
り
順
位
を
定
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
脇
賓
を
し
て
い
た
だ
い

た
蘭
工
会
の
こ
好
意
に
よ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
賞
を
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蒐
∴
津
∴
∴
努
力
賞

浅
　
水
　
　
鍋
演
算

木
　
守
　
　
そ
ろ
っ
て
る
で
雄

出
生
津
∴
∴
び
っ
く
り
賞

東
　
町
　
　
面
目
か
っ
た
で
賞

据
∴
町
－
∴
薬
缶
も
頑
鍍
り
ま
賞

今古賀　　　　　〃

別
　
府
∴
∴
∴
∴
　
〃

新　町　　　　　〃

広　渡　　　　　〃

旧　停　　　　　　〃

遠賀川　　　　　〃

な
お
紙
上
を
借
り
ま
し
て
、
脇
賃
を

い
た
だ
き
ま
し
た
赫
工
会
、
地
区
公
民

館
、
婦
人
会
関
係
者
の
方
々
、
消
防

団
、
育
少
時
補
導
員
の
万
々
の
，
－
協
力

を
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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李掌〃〃費

郷
土
文
化
研
究
会
の

お
　
し
ら
せ

次
の
と
お
り
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

日
　
時
　
九
月
二
十
二
日
（
金
）

午
後
六
時

場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館

「
福
岡
県
青
年
の
船
」

一
般
団
員
、
渉
外
団
員

の
　
募
　
集

福
岡
県
で
は
次
の
要
領
で
昭
和
4
7
年

度
第
二
回
「
青
年
の
船
」
乗
船
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま

す。

記

1

　

日

　

　

的

県
内
の
育
種
を
「
昔
年
の
船
」
に
乗

船
さ
せ
、
研
修
と
団
体
生
活
を
通
じ

て
心
身
を
鍛
離
し
ま
す
。
訪
問
国
で

は
現
地
青
年
と
の
交
歓
会
や
現
地
率

博
の
視
察
、
見
学
を
行
い
、
郷
土
文

化
の
紹
介
を
す
る
な
ど
、
苗
年
の
国

際
的
視
野
を
広
め
さ
せ
、
郷
土
建
設

の
た
め
の
中
堅
昔
年
の
育
成
を
は
か

る
も
の
で
す
。

使
用
船

商
船
三
井
客
船
所
有
の
ク
ル
ー
ズ
専

用
船
「
ほ
っ
ぽ
ん
丸
」

日
　
　
程

昭
和
他
年
1
月
1
3
日
か
ら
猪
口
ま
で

の
1
3
日
間

飾
同
地

フ
ィ
リ
ピ
ン
　
（
マ
ニ
ラ
）
　
（
帰
航
時

に
沖
縄
に
寄
港
）

5
∴
参
加
者
員
抱
合

一
五
、
0
0
0
円
穣
度

（
参
加
費
用
一
万
円
の
ほ
か
旅
券
、

旅
行
傷
蕾
保
険
、
予
防
注
射
、
謡
前

研
修
参
加
旅
費
な
ど
）

6
－
般
団
員
の
真
筆
方
法

の
人
員
　
団
員
約
一
二
〇
〇
人

（
市
町
村
長
が
推
せ
ん
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
各
市
町
村
で

中
間
選
考
を
行
う
）

の
応
募
の
資
格

日
本
国
簿
を
有
し
、
県
内
に
一
年

以
上
居
住
し
、
満
2
0
才
以
上
飾
才

未
満
の
男
女
（
本
年
1
月
1
日
現

在）
㈲
欠
格
条
件

過
去
に
海
外
渡
航
経
験
者
、
現
在

大
学
、
短
大
に
在
学
中
の
者
、
市

町
村
議
会
議
員
、
業
務
上
海
外
渡

航
の
可
能
蛙
が
あ
る
も
の
。

㈲
募
集
期
間

9
月
1
日
－
2
5
日
迄

7
　
渉
外
団
員
の
薫
集
方
法

用
人
貝
　
七
人

㈲
職
務
　
訪
問
国
で
観
察
、
見
学
、
交

換
の
陳
の
語
学
サ
ー
ビ
ス

㈲
応
募
資
格

年
令
潤
2
0
才
－
釦
才
未
満
の
男
女

で
文
部
省
実
用
英
語
審
査
1
基
準

の
1
緻
合
格
者
又
は
同
等
の
能
力

を
有
す
る
者

㈲
欠
格
条
件
　
一
般
団
員
に
同
じ

（
但
し
海
外
渡
航
経
験
は
問
わ
ぬ
）

㈲
参
加
者
負
担
金
　
免
除

※
希
望
者
は
教
育
委
員
会
革
務
局
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
職
員
（
中
級
、

初
級
）
採
用
試
験
案
内

福
岡
県
入
部
委
員
会
で
は
次
の
通
り

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
お

し
ら
せ
し
ま
す
。記

1
　
受
付
期
間

9
月
4
日
（
月
）
－
m
月
2
日
（
月
）

9
時
－
1
7
時
（
土
曜
日
1
2
時
遙
）

郵
送
の
場
合
は
、
9
月
0
0
日
ま
で

の
消
印
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

2
　
賦
験
の
種
類
、
区
分
、
採
用
予
定
数

o
中
　
級

保農
∴
∴
糞
（
男
女
）

o
初
∴
級

一
般
事
務
A
　
（
男
女
）

〃
　
B
　
（
男
子
）

約
四
玉
名

〃　五名
〃
二
〇
名

〃　五名
〃
一
〇
名

約
　
五
名

約
一
玉
名

〃
八
五
名

学
校
謡
務
　
　
（
男
女
）
　
〃
一
一
〇
名

薗
察
譲
務
男
子
（
男
子
）
　
〃
一
〇
名

瞥
察
事
務
女
子
（
女
子
）

福
岡
地
区
一
〇
名

北
九
地
区
　
若
干
名

交
通
巡
視
貝
　
（
女
子
）
約
二
五
名

土
　
　
　
木
　
（
男
女
）
　
〃
二
〇
名

林
　
　
　
業
　
（
男
女
）
　
〃
若
干
名

3

　

資

　

格

中
級
＝
昭
和
1
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
幼
年
4
月
l
日
ま
で
に
生

れ
た
者

初
級
＝
昭
和
約
年
1
月
2
日
か
ら
昭

和
5
0
毎
1
月
1
日
ま
で
に
生

れ
た
者

交
通
巡
現
員

昭
和
2
1
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

れ
た
者
で
身
黄
一
五
二
の
以

上
、
礫
祝
〇
・
「
き
ょ
う

正
一
・
〇
以
上
で
あ
る
こ
と

受
験
手
練

申
込
用
紙
は
福
岡
県
入
部
委
員
会
に

彊
接
又
は
郵
便
で
請
求
く
だ
さ
い
。

－
保
健
メ
モ
ー

胃
潰
瘍
は

ス
ト
レ
ス
か
ら

宙
潰
媛
（
か
い
よ
う
）
は
、
留
の

粘
膜
の
組
織
の
一
部
が
壊
死
し
、
そ

の
都
分
が
除
々
に
け
ず
ら
れ
て
ゆ

き
、
放
っ
て
お
く
と
胃
に
穴
が
あ
い

て
し
ま
う
病
気
で
す
。

ふ
つ
う
、
常
波
の
消
化
作
用
は
食

べ
た
も
の
を
消
化
す
る
だ
け
で
、
自

分
の
留
粘
膜
ま
で
消
化
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
閂
液
中
の

塩
酸
や
ペ
プ
シ
ン
　
（
タ
ン
パ
ク
消
化

酵
素
）
が
増
え
た
り
、
凹
粘
膜
の
抵

抗
力
が
低
下
し
た
と
き
に
消
化
性
潰

瘍
が
お
き
ま
す
。

む
か
し
か
ら
こ
の
病
気
は
医
師
、

幹
部
社
風
、
自
動
車
運
転
手
、
専
門

技
術
者
な
ど
の
鵜
神
労
働
者
に
多
発

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
安

や
醤
欄
、
騰
股
、
恐
怖
は
ど
の
鮨
神

的
な
ス
ト
レ
ス
が
顕
揚
の
発
生
を
助

長
す
る
の
で
す
。

症
状
は
か
な
り
特
徴
が
あ
り
ま
す

が
同
時
に
個
人
差
も
み
ら
れ
、
消
化

不
良
の
よ
う
な
軽
い
症
状
か
ら
、
胃

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
中
級
」
又
は
「
初
級
」
の
「

申
込
用
紙
薄
求
」
と
穐
き
、
2
0
用
切

手
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
部
委
員
会
の
住
所

福
岡
苗
博
多
区
下
川
税
調
2
－
5

四
銀
博
ビ
ル
内
程
⑳
－
三
〇
六
と

け
い
れ
ん
の
よ
う
な
激
し
い
自
覚
症

状
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、

食
後
す
ぐ
に
ま
た
は
ニ
ー
三
時
間

後
、
あ
る
い
は
夜
間
の
み
に
園
部
が

痛
み
、
胸
や
け
や
げ
っ
ぷ
、
吐
き
気

な
ど
が
す
る
と
き
は
、
い
ち
お
う
授

か
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

胃
潰
瘍
の
な
か
に
は
、
放
っ
て
お

い
て
も
自
然
に
な
お
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
ふ
つ
う
は
し
だ
い
に
重
症

に
な
り
危
険
な
合
併
症
を
お
こ
し
て

き
ま
す
か
ら
、
は
や
く
手
術
を
受
け

た
ほ
う
が
賢
明
で
す
。
手
術
は
き
わ

め
て
安
全
で
、
輸
血
の
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
入
院
は
二
週
間
が
標
準
で

す
。
こ
の
病
気
は
治
赦
し
や
す
い
と

同
時
に
、
再
発
も
し
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
か
ら
、
回
復
後
の
生
活
も
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。



第143号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」　〈l）

毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

遠
賀
郡
消
防
職
員
の

採
用

遠
賀
郡
消
防
本
部
で
は
次
の
要
領
で

消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
の

で
希
望
者
は
受
験
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

記

1
　
採
用
人
員
　
　
消
防
吏
員
十
八
名

2
　
受
験
資
格

ア
、
昭
和
1
2
年
1
2
月
2
日
か
ら
昭
和

幼
年
1
2
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男

子
で
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
規

定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

人
ィ
、
新
制
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
。

ウ
、
志
操
堅
固
、
体
質
が
健
全
で
あ

り
、
四
肢
完
全
な
人
。

3
　
受
験
手
続

昭
和
幻
年
9
月
日
日
か
ら
9
月
如
日

ま
で
に
自
筆
の
履
歴
沓
（
市
販
の
も

の
）
身
上
番
並
び
に
受
験
碩
蕾
各
一

過
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

4
　
願
書
提
出
先

遠
賀
郡
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

（
遠
賀
町
広
漠
語
3
－
一
二
三
一
）

5
　
試
験
日
及
び
場
所

1
0
月
上
旬
予
定
　
場
所
未
定

6
　
試
験
課
目

国
語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
常
識

※
受
験
頭
語
は
、
役
場
庶
務
課
又
は
郡

消
防
本
籾
に
塑
備
し
て
い
ま
す
。

「
里
“
雪
．
雪
．
宰
信
」

○
乳
児
－
斎
検
珍
実
施

九
月
十
八
日
（
第
三
月
曜
日
）
乳
児

の
一
斉
検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
該
当
者
は
受
診
く
だ
さ
い
。

該
当
者
一
才
未
満
の
乳
児

日
　
時
　
九
月
十
八
日
（
月
）

受
付
　
十
三
時

診
察
　
十
四
時
よ
り

場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
の
こ
と

○
生
ワ
ク
（
小
児
マ
ヒ
予
防
）

の
投
与

日
　
時
　
十
月
九
日
（
月
）

受
付
　
十
三
時
－
十
四
時

投
与
　
十
四
時
～
十
五
時

場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象
者
　
生
後
3
ケ
月
－
1
8
ケ
月
の
人

で
ま
だ
一
同
も
投
与
を
う
け

て
い
な
い
人
及
び
今
年
の
春

第
一
回
目
を
う
げ
だ
人
。

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
の
こ
と
。

○
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
実
癒

実
施
日
及
び
日
時

1
0
月
2
日
（
月
）
1
0
時
～
Ⅱ
時
紳
介

虫
生
津
公
民
館

〃
∴
∴
∴
∴
日
時
0
0
分
－
1
6
時

浅
木
小
学
校
鞘
堂

1
0
月
3
日
（
火
）
1
0
時
－
Ⅱ
時
3
0
分

場
再
小
学
校
講
堂

〃
∴
∴
∴
∴
日
時
5
0
分
－
1
6
時

遷
質
町
公
民
館
ホ
ー
ル
周

手
数
料

新
規
登
録
の
場
合
　
　
五
〇
〇
円

注
射
の
み
i
　
∴
∴
∴
「
0
0
円

生
活
困
窮
者
に
対
す
る

島
地
国
債
の
買
上
償
還

演
者
に
対
す
る
接
地
国
儀
の
買
上
げ
償

還
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
的
毎
度

も
引
続
き
東
上
償
還
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

こ
の
買
上
償
還
の
対
象
と
は
る
の
は

生
活
困
窮
者
と
な
っ
て
お
り
、
す
な
わ

ち
現
在
生
活
保
饗
法
に
よ
り
生
活
保
護

を
受
け
て
い
ろ
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず

る
生
活
困
拇
者
で
あ
り
ま
す
。

該
当
者
で
英
上
償
還
を
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
琵
莱
謀
に
何
曲
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

「
副
生
別
離
“
訓
電

－
．
●
，
．
・
．
－
●
〝
．
●
●
●
－
●
●
．
●
．
●
●
．
ミ
●
．
●
．
．
t
●
●
．
●
．
●
．
．
－
●
●
●
●
●
〝
．
●
●
●
“
℡
t
L
－

町
社
協
で
は
、
毎
月
皆
様
方
の
悩
み

や
日
常
の
諮
問
超
の
早
期
解
決
に
少
し

で
も
お
役
に
た
ち
た
い
と
願
い
、
相
談

所
を
開
設
い
た
し
て
い
ま
す
の
で
御
自

由
に
利
用
願
い
ま
す
。

相
談
日
　
　
九
月
一
一
十
五
日

時
　
間
　
　
午
後
一
時
～
四
時

場
　
所
　
　
町
公
民
館
（
広
間
）

現
在
の
社
会
に
於
て
献
血
の
重
要
住

を
十
分
滋
絨
い
た
だ
き
、
停
四
囲
の
献

血
に
御
協
力
願
い
ま
し
て
、
優
秀
な
献

血
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

又
、
献
血
会
に
未
加
入
の
方
は
是
非

加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
顔
い
い

た
し
ま
す
。

○
加
入
出
来
る
大
　
潮
飴
才
未
満
の
人

○
加
入
手
続
　
　
　
役
場
厚
牛
深

尚
、
第
六
回
福
岡
県
献
血
連
動
推
進

大
会
（
昭
和
四
十
七
年
八
月
一
二
日
）
　
に

於
て
左
の
方
々
が
表
彰
又
は
感
謝
状
を

受
領
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

謁

○
知
撃
感
謝
状
　
遠
賀
町
献
血
推
進
協

議
会

○
県
献
血
推
進
協
議
会
長
感
謝
状

遠
賀
町
赤
十
字
馨
仕

団
（
婦
人
会
）

○
献
血
功
労
車
（
特
別
社
員
革
）

4
6
年
4
月
1
日
～
押
年
3
月
3
1
日
の

間
に
1
0
回
以
上
献
血
し
た
方

舛
添
　
正
美
　
　
別
田
　
末
広

井
口
　
一
美
　
　
中
村
　
笛
文

花
田
ハ
ツ
ヱ
　
　
合
原
羊
、
、
、
ヨ

横
泌
　
文
子
　
　
山
中
　
　
京

（
敬
称
略
）
以
上

〇
号
9
－
〝
．
－
．
〝
．
〝
．
－
．
．
－
，
“
“
“
“
〝
．
．
．
1
－
－
－
．
．
．
．
．
1
－
－
“
〝
．
．
．
．
●

i
引
揚
者
が
税
関
縞
に
察
し
た
遭
叫

調

i
貨
柾
党
籍
の
通
運
に
つ
い
て
　
　
側

終
戦
後
海
外
か
ら
本
邦
に
引
揚
げ
た

軍
人
軍
属
、
一
般
邦
人
が
本
邦
に
上
陸

の
陳
税
関
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
ま
で

は
海
軍
局
）
又
は
外
地
に
お
い
て
現
地

軍
在
外
公
館
、
日
本
人
自
治
会
等
に
寄

託
き
れ
た
通
貨
証
券
等
に
つ
い
て
は
現

在
税
関
で
保
管
中
で
す
。

こ
れ
ら
の
通
貨
証
券
を
返
還
い
た
し

て
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
税
関
へ
照

会
下
さ
い
。

「ニュー
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
」

が

誕

生

－
1
9
月
1
日
か
ら
発
足
　
－

郵
政
省
で
は
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
こ

た
え
ま
し
て
、
高
い
保
障
を
す
る
「
こ

ェ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
が
9
月
1
日
誕

生
し
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
保
険
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
こ

の
世
の
中
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
七
倍
保
障
の
ニ
ュ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
保

険
の
し
く
み
」

満
期
保
険
金
一
〇
〇
万
円
の
契
約
に
加

入
し
た
場
合

◎
普
通
死
亡
の
場
合

満
期
保
険
金
の
三
億
、
三
〇
〇
万
円

の
保
障

◎
倍
額
支
払
該
当
の
場
合

満
期
保
険
金
相
当
額
の
一
〇
〇
万
円

を
加
え
、
四
〇
〇
万
円
の
保
障

◎
傷
害
特
約
を
付
加
の
も
の
で
災
害
死

し
た
場
合

満
期
保
険
金
の
七
倍
、
七
〇
〇
万
円

の
保
険
金
を
支
払
う
。

◎
加
入
年
令
　
十
八
才
か
ら
四
五
才
ま

で

（
遠
賀
川
郵
便
局
）

香
典
返
し
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
金
壱
封

故
　
三
浦
三
郎
様

尾
的
一
二
滴
薄
紅
搬

故
　
泉
原
信
子
機

別
府
　
泉
煩
　
堂
骸


